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■研究の背景

北海道が抱える省エネルギー化・生活利便性向上などの課題解決のために、センサと無線通信

を組み合わせたセンサネットワークの活用が期待されています。センサネットワークで使用する

省電力無線は伝送距離が飛躍的に伸びてきており、広大な北海道での使用に適していますが、雨

・雪などによる影響を受けやすく、安定した通信ネットワークを設計・構築するための技術蓄積

が必要です。本課題では北海道環境下で安定してセンサネットワークを用いるための基礎技術を

開発しました。

■研究の要点

１．夏季降雨時や冬季降雪時の電波減衰量のデータ蓄積

２．省電力無線モジュールの特性解析

３．電波の通信可能エリア（電界マップ）を確認するための電界計測ツールの開発

４．レードーム(アンテナを覆うカバー）素材に使用可能なシート状ヒーター素材の検討

■研究の成果

１．電波減衰量の定点計測の結果、2.4GHz帯と比較し、920MHz帯は降雨・降雪の影響を受けづ

らいことが解りました。

２．屋外における天候の影響を検討するため、ＧＰＳで位置を取得し、920MHz、2.4GHzの両電波

の電界強度を計測可能な電界計測ツールを開発しました。

３．電界計測ツールを用い、電界マップを作成し、降雪による通信可能エリアの変化を解析しま

した。

４．シート状ヒーター素材の解析を行い、金属メッシュヒータの透過特性を周波数により最適化

できる可能性があること、またシリコン素材のヒータにより広帯域な透過特性が得られること

が解りました。

※本研究で使用したＥＭＩレシーバは、ＪＫＡ補助事業により整備されました。

ＺｉｇＢｅｅのアンテナ指向性 920MHz帯電界マップ（左：晴天時、右：降雪時）
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